






















































































































































































































































































































































































曲種 高昌楽 疎勒楽 胡戎歌
歌曲 善善摩尼 尤利死譲楽 永世楽
解曲 婆伽児 塩　曲 万世豊
舞曲 小　天 遠　服 干閲仏曲
不明 疎勒塩
　高昌楽の最下欄に書いた「疎勒塩」であるが，
此の帰属がはっきりしない。先に挙げた此の部
分の文脈から，舞曲の一つとして「小天」と同
格にあるものとして書かれているとも考えられ
るが，もしそうなら，後文の「康国，一歌曲
有蛾殿農和正，舞曲有賀蘭鉢鼻始，末桑波地，
農恵鉢鼻始，前抜地恵地等四曲。」とあるよう
に，前部の「又有」は無いはずである。今一つ
の可能性は，此の文が全体的には亀姦楽の中に
含まれている部分であるかのように見えている
が，実は「亀葱」楽と並列されているものと考
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えられないかと言うことである。しかし実際は
此の後文に独立して「疎勒」の項が建ててある
のでそれも否ということになる。と言うことは
此の「疎勒塩」の語は上記の表の中のどの部分
にも挿入する事が可能であると言うことにな
る。そこでもう一度此の表をよく見てみると，
疎勒の解曲の部分に「塩曲」とある。他の所の
書き方から考えて，「塩曲」が一つの曲名を表
しているとは思われない。つまりこれは「塩」
に関わる「曲」と言うことを表しているものと
考えられる。例えばそれが「疎勒塩」なのでは
ないかと思われるのである。言い換えると，疎
勒楽では「解曲」のことを「塩曲」と言い，又
それを「疎勒塩」と言ったのであろう。疎勒楽
で「塩曲」と言われ，「一塩」と言われたと
言うことは，西域諸地域の楽曲でもこれらの語
が使われたと思われるが，いずれにせよ「解曲」
の語を解明しなければならない。其の為には現
代の西域楽曲，特に疎勒（カシガル）と関係が
深いウイグル音楽を考察してみる必要があろ
う。
V［
　現在ウイグル族の問で最も愛され，最もよく
歌われ踊られているのは，一大套曲と言われる
ムカム（木十婚）である。ムカムはウイグル
族特有の規模の大きい組曲で，今知られている
のは，十ニムカム（カシガルムカム），ハミ
（口合密）ムカム，タラン（多朗）ムカム，イリ
（伊梨）ムカムの四種である。ムカムはだいた
い九世紀頃から発生し，十五世紀頃に完成した
のではないかといわれている。ムカムについて
の研究は，周青楳の，「シルクロード芸術研究」
に詳しいので今それを参考にしながら，十ニム
カムを例として考えて見よう。
　十ニムカムは其の名の通り十二のムカム曲か
らできている。それぞれムカムは，「球拉克曼」，
「達斯坦」，「麦西熱甫」と言われる三つの部分
からなっている。「辣拉克曼」は大曲の意味で
自由なリズムで深く落ちついた優雅な調べのも
のである。「達斯坦」は叙事組曲の意味で才予情
的でなめらかで，感情的な盛り上がりを持つメ
ロデイーによってできている。「麦西熱甫」は
歌唱舞踏に適合した曲の運びのものである。今
「壬京拉克曼」の構造を見ると次のようである。
　散序一太孜　　太孜問奏曲　　怒斯赫一
怒斯赫間奏曲　　小奏勒克一小餐勒克問奏曲
一朱拉一餐乃婚一大寮勒克一巾白西路
一巾白西路間奏曲一太喀特。
　ここに言うそれぞれの名称は曲名ではなく，
一つの曲位置に付けられた曲種の名称とでも言
いうるものである。十二のムカムの内の一つの
ムカムの演奏に約二時間かかるとされている
が。そうすると一つの曲種の演奏に，平均十分
前後かかるということになる。
　今此の構造をよく見ると，其の大まかな構造
は，
　曲　　問奏曲　　曲
　と言うことになる。こうした基本の構造単位
は，ムカムが生まれたかなり初期の段階からあ
ったに違いない。此の構造が，歴史を踏むに従
って増大してついには現在のような長大なもの
となっていったのであろう。
　随唐の西域音楽における，三つの構成要素，
歌曲，解曲，舞曲は上記の基本構成の基となっ
たものであろう。それから考えると，解曲とは
恐らく間奏曲を意味していたものと考えられ
孔間奏曲は必ず次の曲への繋ぎであって，間
奏曲で終わることはあり得ない。此の解曲こそ
が塩曲であり，「一塩」と呼ばれる曲種なの
である。宋代に書かれた『容斎随筆』には多く
の「一塩」と名付けられた楽曲がある。これ
らは恐らく随唐時代にはやった西域民族音楽の
問奏曲部分乃ち解曲部分が宋代に至るにしたが
って，独立した一つの曲調となったものであろ
う。故に当時では「塩」が「吟，行，曲，引の
類」と理解されるようになっていたものと思わ
れる。
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　唐代，張文成『朝野愈載』に記載されている
「族塩」も恐らく此の，西域音楽の問奏曲に当
たるものを意味しているものと考えられる。
「族」には「民族」，此の場合は「西域異国の民
族」と言う意味以外に，「滅族」「言朱滅」の意味
もある。此の場合は知微一族に対する言朱滅，罰
としての皆殺しと言う意味も付与されているで
あろう。但しそれは此の文の末尾の「族塩」に
ついて言えるのであって，前部の「族塩」につ
ていてではない。「麟徳」と言う年号は則天武
后の称制よりも二十年も前のことである。よっ
て此の時「百姓飲酒唱歌」したのはまだ知微一
族言朱滅の事件が起こるより前のことである。だ
から，「曲終而不尽者号為族塩」と言った「族
塩」にはまだ皆殺しの意味は込められていない。
「塩曲」は先に指摘したように「問奏曲」の意
味で，「まだ先につづく」と言う意味だから，
ちょうどそのころ巷で流行っていた，胡戎の楽
の塩曲（問奏曲）のようであると言うことで
「号為族塩」としたのである。末尾の「族塩」
は知微の」件を踏まえているから，この場合の
「族塩」の「族」は当然一族言朱殺の意味が込め
られているであろう。つまり此の場合の「族塩」
は，一族は皆殺しに会ったけれど，其の「小児
七八歳」の子は残された為に，これから以降知
微がしたようなことが何代となく繰り返される
であろうと言う意味をもふくめて，「其族塩之
言，於斯応也」といっているのである。
　ただ『唐書・五行志』のように，則天武后よ
り二十年も前ではなく，「武后時，民飲酒言唾歌」
であるならば，前文の「族塩」にも「訣滅」の
意味が込められていると考えても良いであろ
う。其の場合は「於斯応也」により迫真の意味
があり，飲酒歌唱する「百姓」も，それを聞い
て「族塩」だと評する人々も，ともに涛沈とし
て流れる涙を禁じ得なかったにちがいない。
　　　　　　　　　　　補
　『朝野愈載』．，第27話に次のような話がある。
　竜朔以来，人唱歌名突豚塩。後周聖暦年中，差閻知
微和旬奴，授三品春官尚書，送武延秀要成黙畷女，送
金銀・器物，錦総衣裳以為礼耳碧，不可勝紀。突豚翻動，
漢使並没，立知微為可汗，突蕨塩之応。
　竜朔（唐高宗の時の年号，前に出た麟徳より以前に
なる〕以来，人唱歌して突蕨塩と名付く。後周（則天
武后称制の大周のこと）聖暦（・武則天の時の年号）年
中，閻知微を差わして旬奴と和せんとし，三品春官尚
書を授け，武延秀を送りて姿りて黙畷の女とせんとし，
金銀器物，錦探衣裳を送りて以て礼聰と為山とするも，
紀するに勝えるべからず。突厭翻動し，漢の使い並に
没せしめ，知微を立てて可汗とす，突豚塩之に応ず。）
　此の話も上に述べてきたものとほぼ同様に理解する
事ができる。即ち，武則天以前，唐高宗の頃から人々
は突豚塩と名付けられた歌を調っていたが，此の歌は
解曲であるから，次の歌が必ず起こるに違いない，つ
まり突販について何かが起こるのではないかと懸念さ
れていたが，案の定，突蕨が寝返って，漢の使者を殺
し知微を可汗に立てる等という大それたことを引き起
こした。ということなのである。それが「突蕨塩之応」
の意味であろう。
（1998年7月21日受理）
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